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～　編集部より　～

　いつもながら不思議に思うことがあります。日本政府が核兵器廃絶を「究極の課題」
とし、核抑止が必要な根拠として、必ず「安全保障環境の悪化」を理由に挙げますが、
筆者の知る限り少なくとも15年以上前から、同じ理由を言い続けています。さて、15年
前よりもさらに「安全保障環境が厳しさを増している」ならば、それを少しでも改善す
るために、この間どういう手を打ってきたのでしょうか。その説明を聞いたためしがあ
りません。もちろん、長射程ミサイルを配備するなどの「戦争国家準備」こそが、周辺
諸国との軋轢を生み「安全保障環境を悪化」させているとの自覚もありません。
　核使用リスクが高まる中、私たち市民社会は何をすればいいのだろう。
　7月18日に開催した核フォーラムに多数お申込みをいただけたのも、真摯にその問い
に向き合おうとする方々が増えていることの表れではないでしょうか。
　TPNW第1回検討会議開催を目前に控えた11月22日（日）午後、当協会2026総会・意
見交換会を開催します。意見交換会は、昨年同様「核廃絶に向けて市民社会の課題は何
か―北東アジアの視点から」がテーマです。今回もまた、「市民社会の課題は何か」皆さ
まとともに考える機会にしたいと思います。（恭）

今号の読者アンケートは、こちらのコードから⇒　 
ぜひご応募ください。
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